
市
民
活
動
団
体
の
支
援
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

は
、「
第
５
次
白
石
市
総
合
計
画
地

域
計
画
」
の
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

宣
言
を
実
現
す
る
た
め
、
創
設
６
年

目
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」

を
活
用
し
た
、
市
民
が
主
役
の
地
域

づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

　
「
城
花
町
し
ろ
い
し
事
業
」
で
は
、

市
民
と
行
政
が
対
話
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
花
と
緑
を
活
用
し
た
白
石
の
魅

力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

Target3

市
民
が
主
役
に
な
っ
て
地
域
を
つ
く
り

交
流
を
楽
し
む
ま
ち進

す
る
と
と
も
に
、
人
材
の
育
成
を

図
り
、
市
民
が
主
役
の
地
域
づ
く
り

を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
登
別
市
・
海
老
名
市
・
札

幌
市
白
石
区
と
の
姉
妹
友
好
都
市
交

流
が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
、
白
石

市
姉
妹
友
好
都
市
交
流
協
会
と
連
携

し
、
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
活
動
の
親
善
交
流
を
進

め
る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
海
外
派

遣
事
業
を
継
続
し
国
際
感
覚
豊
か
な

青
少
年
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
広
域
連
携
の
推
進
と
し

て
、
歴
史
・
文
化
的
な
つ
な
が
り
が

深
く
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
交
流
が
多
い

福
島
市
を
中
心
と
す
る
市
町
村
で
構

成
す
る
「
福
島
圏
域

首
長
懇
話
会
」
に
引

き
続
き
参
画
し
、
観

光
・
移
住
・
定
住
分

野
な
ど
で
の
県
境
を

越
え
た
、
さ
ら
な
る

広
域
連
携
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

▲今年も夏に事前合宿を行う予定のベラルーシ
新体操ナショナルチーム

▲昨年も大好評の売れ行きだった白いト
ウモロコシ（ピュアホワイト）を初め
とする白石三白野菜。農産物のブラン
ド化に向けた取り組みを推進する

１_地域の安全・安心
を守るため、火災時に
使用する小型動力消防
ポンプの点検を行う消
防団員
２_年度内の供用開始
に向けて工事が進めら
れる白石沖西堀線

１

▲「しろいし慕心プロジェクト」のロゴ
マーク。今年度は写真イベントや歴
史シンポジウムなどを開催する予定

Target4

産
業
の
活
力
を
生
む

新
し
い
価
値
を
創
造
し
続
け
る
ま
ち

移
住
・
定
住
の
促
進
と

雇
用
の
確
保

　

定
住
促
進
は
、
移
住
・
定
住
の
拠

点
施
設
と
し
て
「
白
石
市
移
住
交
流

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

首
都
圏
な
ど
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
は
、
今
後
も
、
産
業
の

振
興
や
雇
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、

私
、
自
ら
が
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
と
ら
え
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極

的
に
行
い
ま
す
。

　
近
年
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
空
き
家
等
は
、
平
成
29
年
３
月

に
策
定
し
た
「
白
石
市
空
家
等
対
策

計
画
」
に
基
づ
き
、
所
有
者
に
対
す

る
意
向
調
査
を
行
い
、
引
き
続
き
適

切
な
管
理
の
促
進
や
有
効
活
用
に
向

け
た
空
家
等
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
農
林
業
の
振
興
は
、
食
味
日
本
一

の
「
し
ろ
い
し
米
」
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
白
石
三
白
野
菜
の
生
産
・
販

売
な
ど
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
支
援

す
る
と
と
も
に
、
農
地
集
積
を
推
進

し
、
生
産
現
場
の
強
化
と
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」は
、

農
林
業
や
移
住
・
定
住
な
ど
の
分
野

で
本
制
度
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
定
住
・
定
着
に
結
び
付
け
、
本

市
の
地
域
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
は
、
特
に
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
林
作
物
へ
の
被
害
が
い
ま

だ
大
き
く
、
今
後
も
引
き
続
き
捕
獲

に
よ
る
個
体
数
の
調
整
を
行
う
と
と

も
に
、
電
気
柵
な
ど
の
設
置
や
箱
わ

な
製
作
の
補
助
を
継
続
し
、
被
害
防

止
対
策
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
は
、
広
域

的
な
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
、
県

南
の
観
光
地
の
魅
力
を
海
外
に
Ｐ
Ｒ

し
誘
客
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
本
市
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
第
60
回
、「
白
石
市
農

業
祭
」
が
第
40
回
の
記
念
の
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
記
憶
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

美
し
い
自
然
を
受
け
継
ぎ

安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち

Target5防
災
対
策
の
充
実

　
防
災
対
策
は
、
平
成
26
年
度
に
策

定
し
た「
白
石
市
地
域
防
災
計
画（
改

訂
版
）」
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
防
災

対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、近
年
、

全
国
的
に
も
頻
発
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ

豪
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨
災
害
、
火

山
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
へ
の

対
応
に
万
全
を
期
す
こ
と
に
よ
り
、

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
後
も
火
災
の
み
な
ら
ず
地
震
や

豪
雨
災
害
な
ど
の
活
動
時
の
安
全
確

保
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

消
防
団
の
装
備
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
市
民
の
生
活
と
産

業
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す

が
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
更
新
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
統

廃
合
や
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
図
り

更
新
費
用
を
圧
縮
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
効
率
的
な
施
設
と
な
る
よ
う
計

画
的
に
更
新
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

経
営
の
合
理
化
と
安
定
的
な
事
業
継

続
の
た
め
、
料
金
関
係
業
務
や
施
設

管
理
業
務
な
ど
の
民
間
委
託
を
進
め

ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
災
害
復
旧
工
事
が
完
了
し
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
下
水
道
施
設
の

長
寿
命
化
を
中
心
に
事
業
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
経
営
基
盤
を
強
化
し
持

続
可
能
な
下
水
道
事
業
と
す
る
た
め

に
は
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

経
費
の
削
減
を
進
め
、
さ
ら
な
る
事

業
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　
都
市
環
境
の
整
備
は
、
都
市
計
画

道
路
「
白
石
沖
西
堀
線
」
の
白
石
駅

前
か
ら
国
道
１
１
３
号
ま
で
の
区
間

が
、
平
成
30
年
度
初
め
に
は
全
線
供

用
で
き
る
見
込
み
と
な
り
、
都
市
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
飛
躍
的
に
向
上
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
網
の
確
保
は
、
既
存
市

民
バ
ス
の
時
刻
や
路
線
な
ど
の
見
直

し
を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
新
た
な
交
通
と
し
て
、

中
心
市
街
地
循
環
便
を
試
験
的
に
導

入
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
公
共
交
通
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
最
後
に
、白
石
市
の
新
た
な
ヒ
ト・

モ
ノ
の
流
れ
を
生
み
出
す
施
策
と
し

て
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
整
備
は
、
平
成
29
年
度
に
引
き
続

き
、
整
備
効
果
や
整
備
方
法
な
ど
の

調
査
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き「
２
０
２
０	

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
」
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
新

体
操
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
事
前
合
宿

受
け
入
れ
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
関

係
機
関
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
実

施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
30
年
は
「
戊ぼ

辰し
ん

戦

争
か
ら
１
５
０
年
」
と
い
う
節
目
の

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
石
の
歴
史

を
学
び
、
慕
い
、
市
民
と
と
も
に
白

石
の
未
来
を
考
え
て
い
く
契
機
と
な

る
よ
う
、
平
成
29
年
12
月
に
「
し
ろ

い
し
慕ぼ

心し
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
本
年
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
、
歴
史
文
化

の
継
承
と
と
も
に
、
こ
の
節
目
の
年

を
生
か
し
た
企
画
を
通
し
て
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

で
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
人
・
暮

ら
し
・
環
境
が
活
き
る
交
流
拠
点
都

市
」
を
形
成
す
る
こ
と
で
交
流
人
口

を
拡
大
し
、
地
域
の
活
力
と
賑
わ
い

を
創
出
し
ま
す
。

人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活
き
る

　
　
　
　
　
　

交
流
拠
点
都
市
へ
！

※�

施
政
方
針
の
全
文
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
市
長
の
部
屋
）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。 １_食味日本一の「しろい

し米」復活を支援
２_建設中の移住サポート
センターを見学する「地域
おこし現地見学ツアー」の
参加者たち

２

▲ 平成28年12月に
益岡公園内に面
白石の会の呼び
掛けで桜の苗木
を植樹した子ど
もたち
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